
編集後記 

このたび、開学 40 周年の記念誌制作を担当させていただきました。 

私は短期大学開学当初より今日まで、40 年間本学に在職しております。この節目に、歴史を一番よく知

る者として記念誌をまとめることができ、本当に嬉しく、光栄に思っています。 

制作を振り返ると、全ての始まりである初期の記憶が鮮明に蘇ります。1985 年が明けたばかりの寒い冬、

まだ大学の名前も知られていなかった頃、私は泉佐野駅に立ち、大学名を記したプラカードを持って受験

生の方々を案内しました。開学の 4 月 1 日以前のことです。あの日の希望に満ちた受験生の眼差しを今も

覚えています。 

編集作業で、一つ一つの記録に目を通すたび、私自身の 40 年間の職員生活を振り返ることとなり、大変

感慨深かったです。 

振り返ればこの 40 年間は、本学の成長と同時に、この泉州地域全体が大きく変化した時代でもありま

す。大学の窓からは、海上に空港が少しずつできていく様子が見ることが出来、今では多くの人が利用す

る関西国際空港ですが、人工島としてゼロから作られていくのを見るのは、本当にすごいことだと感じま

した。 

四年制大学創立時には、図書館の蔵書を現在の棟の 1 階へまで拡張するという大仕事がありました。「ど

のように配架すれば学生が利用しやすいか」を皆で考え、短期間で大移動を行ったのを思い出します。し

かし、あの労力があったからこそ、今、学生がアンケートなどで「お気に入りの学内の場所は図書館だ」と

言っているのを聞くと、大変嬉しくなります。 

この記念誌が、私たちのこれまでの歩みを知るきっかけとなり、そして未来へ進むための元気につなが

ってくれれば、これ以上の喜びはありません。 

制作にご協力いただいた全ての皆様の温かいご支援とご尽力に、心より感謝申し上げます。 

関西国際空港が地域の重要な「空の玄関口」であるのと同様に、これからも本学が未来へ繋がる、希望

に満ちた場所であり続けることを心よりお祈りし、編集後記を閉じさせていただきます。 
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